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知的障害者に焦点を当てた看護教育に関する文献検討
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抄　　録

目的： 知的障害者に焦点を当てた看護教育について文献検討を行い、知的障害者に対応できる看護師

育成プログラム検討のための示唆を得る。

方法： Cochrane  Libraryで文献レビューを確認、電子データベース（医学中央雑誌WEB版Ver.5，最

新看護索引Web，メディカルオンライン，JDreamIII，CINAHL，PubMed）で、和文献はキー

ワード「知的障害」and「看護教育」で検索、英文献は「intellectual disabilit*」and「education」

and「nursing」としabstract有で検索を行った。検索結果についてタイトル・抄録内容の確認、

判断困難時は全文確認を行った結果、分析対象文献は和文献３件、英文献８件の計11件であっ

た。これらの文献について、教育対象、教育内容、教育方法、教育評価等についてマトリック

スを作成・整理した。

結果： 研究は2000年頃から示され、看護基礎教育の一部の科目として教授され、看護継続教育では、

看護師に対する介入研究として効果が示され、知的障害看護師の大学院進学希望があることが

示された。ただし、教育内容については、世界的な基準として全体の方向性を示すまでには至っ

ていないことが明らかとなった。

考察： 本結果から、今後は知的障害者に焦点を当てた看護継続教育プログラムについて教育内容を精

選していく必要性が示された。
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はじめに

　障害者に対する世界情勢は、2006年のUnited 

Nationsより出されたThe convention on the rights 

of  persons with  disabilities.により、障害者に関す

る権利擁護が重要視されるようになり、更に2012年

のInternational Council of Nurses Code of Ethicsに

おいて、障害を持つ人々の内在する権利を尊重する

ような看護が求められている。

　そのようななか、知的障害者に対する世界的な動

き を 鑑 み る と、2000年 にThe World Health 

Organization（WHO）から出された“Healthy 

Ageing-Adults with  Intellectual Disabilities（ID）” 

によって、全世界において知的障害者に対して医療

者による適正な健康アセスメントが重要であること

が明示されている。

　日本の知的障害者の現状においては、一般の人口

動態と同様に知的障害者も第２次ベビーブーム世代

が40代に突入しており、今後、知的障害者の健康問

題は深刻化するのは容易に想像できる。加えて、多
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くの知的障害者は自己の健康状態を他者に伝えるこ

とが困難である場合が多く、不適切な医療ケアを受

けているという報告がされている（Lennox NG, 

1997）。その点で健康問題に関与する看護師の担う

役割は今後更に拡大することが予想される。

　一方、Trollor  JN  et  al.（2016）やDoody O  et 

al.（2012）が報告しているように、知的障害者に対

応するための看護教育については未だ未開発の領域

であり、更なる発展が望まれることも報告されてい

る。

　そこで、知的障害者に適した医療を提供する上で、

適正な看護教育プログラムを検討することが必要で

あり、研究として方法論が検討されている看護教育

内容について文献検討を行うことで、知的障害者に

対応できる看護師育成プログラム検討のための示唆

を得る。

目的

　知的障害者に焦点を当てた看護教育について文献

検討を行い、知的障害に特化した看護教育の実践状

況を確認することで、知的障害者に対応できる看護

師育成プログラム検討のための示唆を得る。

方法

　国際的なEBM（科学的根拠に基づく医療）の情

報源となるデータベースCochrane  Libraryによる

Cochrane Reviewにて、キーワード検索（2016年９

月 ７ 日 時 点 ） を 行 っ た 結 果、「intellectual 

disability」105件、「nursing  education」36件、

「nursing  curriculum」128件が検出された。全文献

のタイトルと抄録を確認した結果、知的障害者に焦

点を当てた看護教育のエビデンスに関する文献がな

いことを確認した。

　次に、電子データベースにて和文献及び英文献に

ついて検索（2016年９月７日，９月12日時点）を行っ

た。和文献について、医学中央雑誌WEB版Ver.5で、

シソーラス検索にて「知的障害」「看護教育」は統

制語として分類されていた。「知的障害」の以前に

使用されていた「精神遅滞」はシソーラス「知的障

害」に含有されていた。「カリキュラム」はシソー

ラス分類で下位語に「教育プログラム」を含んでい

るものの「看護教育プログラム」は候補語の該当外

であったため、キーワードを「知的障害」「看護教育」

と設定して「収載誌発行年記載なし」で検索した結

果、11件が検出された。同様に検索を行い、最新看

護索引Webでは２件、メディカルオンラインでは

２件、JDreamIIIで７件が検出された。英文献につ

いて、CINAHLではCINAHL headingにて「nursing 

education」を検索した結果、「education」の下位

に「nursing」となっていたため、「intellectual 

disabilit*」and「education」and「nursing」とし検

索オプションを「抄録あり」として検索を結果、

295件が検出された。PubMedもMeSHでキーワー

ドを確認し、CINAHLと同様のキーワードと検索オ

プションにて741件が検出された。「intellectual 

disability」の以前に用いられていた「Mental 

retardation」はCINAHL及びPubMedともに「intellectual 

disability」に含有されていた。

　各々の電子データベースについて、和文献につい

てはタイトル、抄録がある場合には抄録から、英文

献についてはタイトルと抄録から、知的障害者に焦

点を当てた看護教育に関する文献であるかどうかの

確認を行った。今回は知的障害に特化した看護教育

内容を検討するため重複障害となる「重症心身障害」

は除外した。加えて、精神疾患の診断・統計マニュ

アル第５版（DSM-5）の分類を踏まえ、「学習障害」

「発達障害」「learning  disability」は除外し、「知的

発 達 障 害 」「intellectual  and  developmental 

disability」は該当文献に含めた。タイトルや抄録

から判断が困難であった文献は全文確認を行った。

その結果、重複文献を整理し渉猟できた分析対象文

献は和文献３件、英文献８件の計11件であった。

　分析方法として、「著者（発行年）」「タイトル」「該

当国」「収録誌」「対象」「数」「研究方法」「教育内容」

「教育方法」「教育評価項目」「有効性」「頁数」「そ

の他」を横軸に、各文献を縦軸にマトリックスを作

成し、知的障害に特化した看護教育の実践状況と動

向を確認した。

結果

　知的障害者に焦点を当てた看護教育に関する７文
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献のマトリックスを表１に示す。

　「著者（発行年）」は2000年以降となっており、「該

当国」は米国４件、豪州３件、日本３件、英国１件

となっている。今回の研究ではLearning Disability

を除外しているたが、対象文献を選別する際に、

Learning Disability Nursingに関する看護教育関連

文献は英国から多数発表されていた。

　「収録誌」は雑誌が７件、抄録集２件、施設研究

年報、報告書が各１件であった。

　「対象」は看護学生に関するものが５件、看護師

に関するものが３件、教育機関が２件で、「数」に

ついて７件は50人以下であった。４件が50人以上で

あった。

　「研究方法」は在宅看護学や小児看護学の一部と

して授業が３件、実態調査が２件、介入研究が１件、

プロジェクト研究が１件であった。

　「教育内容」は授業では事例、それ以外では知的

障害看護に求められる疾病や遺伝、メンタルヘルス、

対人関係等の内容が多岐にわたって展開されてい

た。

　「教育方法」は授業に関するものは事例に関する

グループワークやロールプレイングが展開されてい

た。介入プログラムの実施がされていた。豪州の全

看護学部への調査では、知的障害者の教育プログラ

ムが31学部中５学部（16%）にとどまっていた。

　「教育評価項目」は授業内容をプロセスレコード、

評価表、ワークブックを用いて評価を行っていた。

ワークブックの使用については、試験による評価よ

りも学びがより広がっているという結果を示してい

た。

　「有効性」については授業や介入において結果が

得られていたが、明確な数値による評価はなされて

いなかった。

　その他、知的障害看護を学習した看護師201人に

対して行った調査で、168人（82％）が知的障害者

に関する大学院コースを選択したいという意向を示

していた。

　全体を概観して、知的障害者に対する看護教育の

研究は2000年頃から示されているが、知的障害に特

化した看護教育の実践状況では看護基礎教育の一部

の科目で事例として「知的障害者の看護」について

教授されていた。文献No １の豪州の調査結果から

も、看護基礎教育での知的障害者への看護に関する

教育は少ない状況が示されていた。逆に、看護継続

教育においては、一般の看護師に対する介入研究で

知的な部分の効果が示されており、知的障害看護師

にとっては、大学院での更なる学習を勧めたい状況

があることも示された。ただし、教育内容について

は、各々の研究や機関で提示をしており、世界的な

基準として全体の方向性を示すまでには至っていな

いことが明らかとなった。

考察

　知的障害者に焦点を当てた看護教育について文献

検討を行った結果、2000年という近年になってから

知的障害者に対する看護教育の実践報告がされるよ

うになっていた。知的障害者の看護教育は知的障害

者のニーズにあっているのかという疑問について

Ruthら（2014）もそのニーズにあった看護教育が

必要であることを指摘している。看護教育の在り方

についても、Gardnerら（2012）、Doodyら（2012）、

Sｗeeneyら（2011）も、豪州や米国、英国での知

的障害者に対する看護教育の在り方について検討が

なされている。海外においては知的障害看護師

Intellectual Disability Nursingに対するプログラム

やDevelopmental Disability Nursing Association

（DDNA）など知的障害看護に関する組織によって

も対応がなされている。一方で海外でも未だ知的障

害者に対する看護教育の内容について検討をしてい

る最中であり、今後さらなる研究が必要であること

が示された。

　日本においては、保健師助産師看護師学校養成所

指定規則（2014）における看護教育の指定規則にお

いても知的障害者に関する教育内容は触れられてお

らず、この点で、看護継続教育において、知的障害

看護師を対象とした教育について教育プログラムを

検討することが、より実現性が高い方向であると推

測される。

　先にも述べたとおり、教育内容については、各々

の研究や機関で提示をしており、世界的な基準とし

て全体の方向性を示すまでには至っていない点で、

知的障害看護の教育内容の精選について、更に研究

を進める必要性も示された。Trollor（2016）も述



知的障害者に焦点を当てた看護教育に関する文献検討

─ 58 ─

表
１
　
知
的
障
害
者
に
焦
点
を
当
て
た
看
護
教
育



神奈川県立保健福祉大学誌　第14巻第１号（2017年）55 − 60

─ 59 ─

べている通り、適正な医療を提供するためには、看

護教育に加え、チーム連携による教育体制も必要と

なる。

　近々の問題としては、WHO（2000）からも

Heal thy  Age ing -Adul ts  wi th  Inte l l ectua l 

Disabilitiesにおいて成人期以降の知的障害者の健康

問題への対応が必須とされ、日本でも第２次ベビー

ブーム世代が40代を超えていることを見据え、知的

障害者の特に成人期以降の健康問題に対応できる看

護師育成のための教育プログラムを今後検討してい

く必要があろう。

結論

１． 全体を通して、知的障害者に対する看護教育の

研究は2000年頃から示されていた。

２． 知的障害に特化した看護教育の実践状況では看

護基礎教育の一部の科目で事例として「知的障

害者の看護」について教授されていた。

３． 看護継続教育においては、一般の看護師に対す

る介入研究で知的な部分の効果が示されてお

り、知的障害看護師にとっては、大学院での更

なる学習を勧めたい状況があることも示され

た。

４． 教育内容については、各々の研究や機関で提示

をしており、世界的な基準として全体の方向性

を示すまでには至っていないことが明らかと

なった。
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